
　
小
カ
ブ
は
栽
培
技
術
の
向
上
や
栽
培
環
境

に
対
応
し
た
品
種
改
良
に
よ
っ
て
各
地
域
に

広
が
り
周
年
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

近
年
の
夏
秋
栽
培
で
は
猛
暑
や
長
雨
、
集
中

豪
雨
に
よ
る
過
湿
環
境
な
ど
、
天
候
不
順
に

よ
っ
て
栽
培
中
の
裂
根
や
収
穫
時
の
ひ
び
割

れ
、
萎
黄
病
や
白
さ
び
病
な
ど
の
病
気
の
発

生
な
ど
に
よ
り
品
質
の
低
下
が
問
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
カ
ブ
は
登
録
農
薬
も
少
な
く
薬
剤
で

の
対
応
も
難
し
い
こ
と
か
ら
、
良
質
で
安
定

し
て
栽
培
で
き
る
複
合
耐
病
性
品
種
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
対
処
す
べ
く

タ
キ
イ
で
は
夏
秋
ど
り
種「
Ｃ
Ｒ
も
ち
ば
な
」

の
割
れ
に
く
い
特
長
を
維
持
し
な
が
ら
肥
大

性
が
よ
く
、
根
こ
ぶ
病
、
萎
黄
病
、
白
さ
び

病
に
強
い
、
よ
り
安
心
、
安
全
に
食
べ
ら
れ

る
品
種
を
目
標
に
育
成
を
行
い
、
今
回
「
な

つ
ば
な
」
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

発
New

「
な
つ
ば
な
」

表 ！
ポイント
形状良好、高秀品率

葉軸が太く結束容易

複合耐病性・耐暑性兼備
瑞々しい肉質

タキイ茨城研究農場

辻
つじ

田
た

卓
たかし

「なつばな」栽培メモ

最適播種期
冷涼地：４月中旬～８月中旬
中間地：３月中旬～５月上旬、８月下旬～10月上旬
暖　地：３月上旬～４月下旬、９月上旬～10月中旬

耐病性 根こぶ病（CR）、萎黄病（YR）、
白さび病（WR）

基本肥料の
目安（10a） 元肥成分量：Ｎ・Ｐ・Ｋすべて５～13㎏ 

耕種基準 条間、株間ともに10～15㎝

割れが少ない。根こぶ病・萎
い

黄
おう

病・
白さび病に強い良質の小カブ

カブ

冷
涼
地

中
間
地

暖

　地

ベタがけ
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生
産
地
で
は
減
肥
栽
培
も
増
え
て

き
て
お
り
、
肥
大
性
の
よ
い
品
種
が

求
め
ら
れ
、
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
栽
培
で
も
「
な
つ
ば

な
」
は
安
定
し
た
肥
大
性
を
発
揮
し

て
、
尻
の
ま
と
ま
り
が
早
い
の
が
特

長
で
す
。
高
温
期
の
栽
培
や
チ
ッ
ソ

過
多
な
畑
で
は
葉
軸
が
太
く
な
り
す

ぎ
、
玉
形
状
が
乱
れ
て
縦
長
に
な
り

や
す
い
の
で
少
肥
栽
培
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　
冷
涼
な
地
域
以
外
で
栽
培
さ
れ
る

場
合
は
、
春
の
無
理
な
遅
ま
き
や
夏

の
過
度
の
早
ま
き
（
盛
夏
の
タ
ネ
ま

き
）
は
、
生
育
期
間
中
の
猛
暑
や
極

端
な
乾
燥
に
よ
っ
て
十
分
な
生
育
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
避

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
秋
の
無
理
な

遅
ま
き
は
低
温
期
で
生
育
が
緩
慢
に

な
る
の
で
年
内
収
穫
を
目
安
に
播
種

期
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

　
小
カ
ブ
は
発
芽
ぞ
ろ
い
が
秀
品
率

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
初
期
生
育

が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
の
で
根
が

し
っ
か
り
張
る
ま
で
は
、
特
に
土
壌

水
分
の
管
理
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
肥
大
期
に
入
っ
て
か
ら

も
極
端
な
乾
燥
や
、
逆
に
過
湿
条
件

に
な
る
と
品
質
低
下
を
招
き
ま
す
。

畑
の
適
湿
を
保
つ
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
虫
害
で
は
コ
ナ
ガ
、
キ
ス
ジ
ノ
ミ

ハ
ム
シ
な
ど
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

ワ
リ
フ
や「
サ
ン
サ
ン
ネ
ッ
ト
」な
ど

の
防
虫
ネ
ッ
ト
で
被
覆
し
、
外
部
か

ら
の
侵
入
を
防
ぐ
の
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
播
種
前
に
殺
虫
粒
剤
の
土
壌
混

和
や
早
め
の
薬
剤
散
布
で
、
よ
り
効

果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
耐
病
性
の
あ
る
品
種
で
は
あ
り
ま

す
が
、
べ
と
病
な
ど
ほ
か
の
病
気
や

多
く
の
レ
ー
ス
が
あ
る
根
こ
ぶ
病
の

未
確
認
レ
ー
ス
な
ど
で
病
気
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
前
の

土
壌
消
毒
や
輪
作
な
ど
の
土
壌
改
善

策
、
早
め
の
薬
剤
散
布
に
よ
る
予
防

を
行
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

１
肥
培
管
理

２
適
期
播
種
を
心
掛
け
る

３
適
湿
を
保
ち
、

　
ス
ム
ー
ズ
な
生
育
を
促
す

４
病
害
虫
防
除
は
早
め
に
行
う

形状良好で秀品率が高い
　玉は白くつやがあり豊円形で尻の
まとまりがよく肥大性にすぐれます。
在圃

ほ

性にすぐれ、多少収穫が遅れて
も横に肥大しにくいため出荷規格内
に収まります。
　また、高温時に発生しやすい裂根
や、収穫・洗浄時におけるひび割れ
も相対的に少なく、秀品率が高いの
が特長です。

耐病性・耐暑性を備えている
　小カブ生産で問題となる根こぶ病、
萎黄病、白さび病への耐病性をもち、
高温時の栽培でも変形・ス

3

入りなど
の発生が少なく尻まとまりがよく安
心して栽培できます。

食味にすぐれる肉質
　肉質はやわらかく緻

ち

密
みつ

で甘みがあ
り食味にすぐれます。特に瑞々しい
カブですので、サラダなどの生食に
適します。

葉軸がしっかりして
　結束しやすい
　草姿は立性で、葉軸は太く折れに
くいため、収穫時の手間がかからず、
葉枚数はやや多めで調製しやすく結
束も容易な小カブです。

品種特性 栽培ポイント

カブ特性表（小カブ）

品　種　名 葉　色 根　形 尻
づまり

裂根の
難易 ス

●

入り 根こぶ
耐病性

低温
肥大性

なつばな 緑 豊　円 ◎ ◎ 遅 ○ ○
CRもちばな 緑 厚みのある扁円 ◎ ◎ 遅 ○ ○
CRゆきばな 緑 厚みのある扁円 ◎ ◎ 遅 ○ ◎
福小町 濃緑 豊　円 ◎ ◎ 遅 ×

「CRもちばな」との
使い分け

　「なつばな」と同じ作型の「CRもちばな」
は肥料に比較的鈍感なため、特に肥沃な畑
で特性を発揮します。また肥大がゆっくり
しているため特に高温期の夏栽培には「CR
もちばな」が適しています。
　それに対して「なつばな」は吸肥力があり
肥大が旺盛なため、「CRもちばな」では肥大
がおとなしいという圃場や、葉の伸長が安
定しない春や秋の栽培で特性を発揮します。
「CRもちばな」で問題のない畑で「なつばな」
を栽培する場合には、少し控えた施肥設計
を心掛けてください。

←
瑞々しさが売り
です。ぜひ生食
をおすすめくだ
さい。

↑どちらも裂根、ひび割れが少ないが、吸肥力があり肥大旺盛な「なつばな」（左）と玉の
肥大が比較的じっくりしている「CRもちばな」（右）。栽培時期、畑に応じて使い分けて
ください。
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